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五
五

玄
奘

に
お
け
る

『仏
地
経
論
』
・
『成
唯
識
論
』
訳
出

の
意
図

長

谷

川

岳

史

一
、
問
題

の
所
在

玄
奘

(六
〇
二
～
六
六
四
)
の
訳
出
し
た
仏
典
の
総
計
は
七
五
部

=
ご

三
五
巻

に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
中
の
論
書
に
お
い
て
著
者
を
記
載
す
る
に

際
し
、
「等
」
と
つ
け
て
複
数
の
著
者
を
予
想
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

①
五
百
大
阿
羅
漢
等
造

『阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
(二
〇
〇
巻
)

②
最
勝
子
等
造

『喩
伽
師
地
論
釈
』
(
一
巻
)

③
親
光
菩
薩
等
造

『仏
地
経
論
』
(七
巻
)

④
護
法
等
菩
薩
造

『成
唯
識
論
』
(
一
〇
巻
)

こ
の
内
、
①
②
に
関
し
て
は
原
本
と
想
定
さ
れ
る
資
料
が
梵
本
か
蔵

訳
に
あ
り
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③
④

に
関
し
て
は
、
③

は
親
光

?

・
六
～

七
世
紀

)

の
名

の
み
が
伝

え
ら
れ
、

「等
」
が
誰
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ

り
、
④

は
唯
識
十
大
論
師

の

『唯
識
三
十
頒
』
の
注
釈
を
合
繰
し
、
護

法

五
三
〇
～
五
六
一
)
説
を
正
義
と
し
て
訳
出
し
た
と

伝

え

ら

れ

て

い

る
。

こ
こ
で
③
④
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
梵

・
蔵
に
残
さ
れ
る
資
料
に

つ
い
て
述
べ
る
と
、
③
に
関
し
て
は
蔵
訳
に
戒
賢

五
二

九
～
六
四
五
)
造

『仏
地
経
註
』
が
あ
る
。
戒
賢
は
玄
奘
が
留
学
中
に

師
事
し
た
人
物

で
あ
り
、
親
光
同
様
、
護
法

の
門
人
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
こ
の
戒
賢

『仏
地
経
註
』
と
③
を
比
較
す
る
と
、
③
に
は
明

ら
か
に
戒
賢

『仏
地
経
註
』
が
編
入
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
も
の
の
、
③

は
戒
賢

『仏
地
経
註
』
の
倍
以
上
の
分
量
が
あ
り
、
し
か
も
戒
賢
の
説

は
、
玄
奘
が
師
事
し
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
正
義
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

次
に
④

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
十
大
論
師

の

一
人
、
安
慧

四
七
〇
～
五
五
〇
か
五

一
〇
～
五
七
〇
頃
)
の

『唯
識
三
十
頒
』
の
注
釈
が

梵
本
に
現
存
す
る
も
の
の
、
こ
れ
が
④
に
忠
実
に
編
入
さ
れ
た
形
跡
は

ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
③
④
に
関
し
て
浮
び
上
が
っ
て
く
る
疑
問
は
、
従
来
問
題
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第

一
に
、
果
た
し
て
玄
奘
は
親
光

の

『仏
地
経
』

の
注
釈
、
護
法
の

『唯
識
三
十
頒
』
の
注
釈
と
い
う
も
の
を
も
と
に
③
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玄
奘

に
お
け
る

『
仏
地
経
論
』
・
『成
唯
識
論
』
訳
出

の
意

図

(長

谷
川
)

五
六

④
を
訳
出
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
第

二
に
、
玄
奘
は
自
ら
の
留

学
中
に
構
築
し
た
学
説
、
あ
る
い
は
帰
国
後
、
諸
経
論
の
訳
出
過
程
に

お
い
て
…構
築
し
た
学
説
を
訳
書
中
に
反
映
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
て
、
親

光

・
護

法
の
名
の
も
と
に
③
④
を
編
纂
的
に
著
作
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
を
説
く
鍵
と
な
る
の
が
、
③
④
両
者

の
間

に
み
ら
れ
る
類

似
し
た
記
述
で
あ
る
。
勝
又
俊
教
氏
は
、
③
④
両
者
間
に
は
以
下

の

　1
　

テ
ー
マ
に
関
す
る
類
似
し
た
記
述
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

・
四
分
説

に

つ
い
て

・
四
智
心

品
の
見
相

二
分

の
有
無

に

つ
い
て

・
四
智

の
体

に

っ
い
て

・
四
智

の
所
縁

に

つ
い
て

・
転
識
得
智

の
位
次

に

つ
い
て

・
不
離
識

の
唯
識

に

つ
い
て

・
清
浄
法
界

は
有
漏
か
無
漏
か

に

っ
い
て

・
仏

の
三
身

の
身
土
と
仏

の
所
化

の
有
情

と

の
共
、
不
共

に

つ
い
て

筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
類
似
点
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な

い
が
、
残
念

な
こ
と

に
、
勝
又
氏
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
護
法

の

『成
唯
識
論
』
か
ら

彼
の
門
人
で
あ
っ
た
親
光
の

『仏
地
経
論
』

へ
の
影
響
と
い
う
観
点
で

こ
の
類
似
点
を
み
て
お
り
、
親
光
が

『仏
地
経
論
』
を
造
る
に
あ
た
つ

　2
　

て
、
護
法

の

『成
唯
識
論
』
を
参
照
し
た
と
し
、
先
の
疑
問
点

に
は
答

え
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究

で
は
先
に
あ
げ
た
疑
問
点
を
も
と
に
、
③
親
光
菩
薩

等
造

『仏
地
経
論
』
と
④
護
法
等
菩
薩
造

『成
唯
識
論
』
の
間

の
類
似

点
は
、
玄
奘
自
身
が
自
ら
の
学
説
を
展
開

・
確
立
さ
せ
る
た
め
に
記
し

た
部
分
で
は
な

い
か
と
仮
定
し
て
、
両
書
の
訳
出
年
代
等
を
考
慮
し
、

玄
奘
に
お
け
る

『仏
地
経
論
』
か
ら

『成
唯
識
論
』

へ
の
思
想
的
展
開

が
窺
え
る
箇
所
を
い
く

つ
か
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
、
転
識
得
智

に
関
す
る

『仏
地
経
論
』
・『
成
唯
識
論
』
の

記
述

<八
七

五
六
説

〉

阿
頼
耶
識

大
円
鏡
智

末

那

識

平
等
性
智

前

五

識

妙
観
察
智

意

識
ー
=

成
所
作
智

<
八
七
六
五
説
〉

阿
頼
耶
識

大
円
鏡
智

末

那

識

平
等
性
智

意

識

妙
観
察
智

前

五

識
-

成
所
作
智

転
識
得
智
説
は
、
唯
識
説
に
お
け
る
転
迷
開
悟
の
内
容
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
説
が
具
体

的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
資
料
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
転
識
得
智
説
は
普
通
、
右
記
の

「八
七
六
五
」
説
と
し
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
が
、
漢
訳
資
料

の
中

に
は

「八
七
五
六
」
説
を
述
べ
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
複
雑
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、
転

識
得
智
説
が
述
べ
ら
れ
る
主
要
な
資
料
を
取

り
上
げ
る
と
以
下

の
よ
う

に
な
る
。
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玄
奘

に
お
け

る

『仏

地
経
論
』
・
『成
唯
識
論
』
訳
出

の
意
図

(長
谷
川
)

五
七

【漢

訳
】

・
波
羅
頗
蜜
多
羅
訳

<六
三
〇
年
夏

～
六
三
二
年
冬
訳
出
、
六
三
三
年
春
奏
上
>

無
著
造

『大
乗
荘
厳
経
論
』
巻
三

(大
正
三

一
、
六
〇

六
下
～
六
〇
七
上
)

[宮
内
省
本
]

四
智
鏡
不
動

三
智
之
所
依

八
七
五
六
識

次
第
転
得
故

釈
日

(中
略
)
八
七
五
六
識
次
第
転
得
故
者
。
転
第
八
識
得
鏡
智
。
転

第
七
識
得
平
等
智
。
転
五
識
得
観
智
。
転
第
六
識
得
作
事
智
。

[宋

・
元

・
明

・
麗

(大

正

蔵

)

本

]

四
智
鏡
不
動

三
智
之
所
依

八
七
六
五
識

次
第
転
得
故

釈
日

(中
略
)
八
七
六
五
識
次
第
転
得
故
者
。
転
第
八
識
得
鏡
智
。
転

第
七
識
得
平
等
智
。
転
第
六
識
得
観
智
。
転
前
五
識
得
作
事
智
。

・
玄
奘
訳

<六
四
七
年
三
月

一
日
～
六

四
九
年
六
月

一
七
日
訳
出
>

無
性
造

『摂
大
乗
論

釈
』

(以
下

『無
性
摂
論
』
)
巻
九

(大
正
三

一
、

四

三
八
上
)

[宮

内

省

・
宋

・
元

・
明

本

]

転

五
現
識

故
。
得
妙
観
察
智
。

具
足

一
切

陀
羅
尼
門

三
摩
地
門
。
猶
如

宝
蔵
。
於
大
会
中
能
現

一
切
自
在
作
用
。
能
断
諸
疑
能
雨
法
雨
。

転
意
識
故

。
得
成
所
作
智
。
普

於
十
方

一
切
世
界
。
能
現
変
化
従
観
史

多
天
宮
而
没
乃
至
浬
藥
。
能

現
住
持

一
切
有
情

利
楽

事
故
。

[麗
本

(大
正
蔵
)
]

転

意
識
故
。
得
妙
観
察
智
。

具
足

一
切
陀
羅
尼
門

三
摩
地
門

。
猶

如
宝

蔵
。
於
大
会
中
能
現

一
切
自
在

作
用
。
能

断
諸
疑
能
雨
法
雨

。

転

五
識
故
。
得
成
所
作
智

。
普
於
十
方

一
切

世
界
。
能
現
変

化
従
観
史

多
天
宮
而
没

乃
至

浬
葉

。
能
現
住
持

一
切
有
情
利
楽
事
故
。

・
玄
奘

訳

<六
四
九
年

一
〇
月
三
日
～

一
一
月

二
四
日
訳
出
>

親

光
等

造

『
仏
地
経
論
』
巻
三

(大
正

二
六
、

三
〇

二
下
)

転
第
八
識
得
大
円
鏡
智
相
応
心
。
能
持

一
切
功
徳
種
子
。
能
現
能
生

一

切
身
土
智
影
像
故
。
転
第
七
識
得
平
等
性
智
相
応
心
。
遠
離
二
執
自
他

差
別
。
証
得

一
切
平
等
性
故
。
転
第
六
識
得
妙
観
察
智
相
応
心
。
能
観

一
切
皆
無
擬
故
。転
五
現
識
得
成
所
作
智
相
応
心
。能
現
成
辮
外
所
作
故
。

復
有
義
者
。
転
第
六
識
得
成
所
作
。
転
五
現
識
得
妙
観
察
。
此
不
応
爾
。

非
次
第
故
。

・
玄
奘
訳

<六

五
九
年
閏

一
〇
月
訳
出
完
了
、

一
二
月
三
〇
日
説
あ
り
>

護
法
等

造

『成
唯
識
論
』
巻

一
〇

(新
導
本
巻

一
〇
、

一
五
頁
)

此
転
有
漏
八
七
六
五
識
相
応
品
。
如
次
而
得
。
智
離
非
識
而
依
識
転
。
識

為
主
故
説
転
識
得
。
又
有
漏
位
智
劣
識
強
。
無
漏
位
中
智
強
識
劣
。
為

勧
有
情
依
智
捨
識
。
故
説
転
八
識
而
得
此
四
智
。

【蔵

訳
】

・
安
慧

『
大
乗
荘
厳
経
論
釈
疏
』

<
「菩
薩

品
」
梵
本
第
五

二
偈

(転
依
)

に

対
す

る
前
文
>

八
識

の
内
、
阿
頼
耶

(識
)

が
清
浄

に
な

る
と
大
円
鏡
智

に
な
る
。
染

汚
意

が
清

浄
に
な
る
と
平
等

性
智

に
な

る
。
意
識

が
清
浄

に
な
る
と
妙

観
察
智

に
な
る
。
眼

(識
)
乃
至
身

(識
)

の
五
識
が
清
浄

に
な
る
と

成
所

作
智

に
な
る
。

(こ
の
)
四
智

と
清
浄

法
界
と

の
五

つ
を
得
る

こ
と

　
3
　

を
五

つ
の
転

依
と

い
う
。

こ
れ
ら
資
料
の
内
、
漢
訳
の
波
羅
頗
蜜
多

羅

五

六
五
～
六
三
三
、
六
二
六
か
六
二
七
入
唐
)
訳

『大
乗
荘
厳
経
論
』、
玄
奘
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玄
奘
に
お
け
る

『仏
地
経
論

』
・
『成
唯
識
論

』
訳
出

の
意
図

(長

谷
川
)

五
八

訳

『無
性
摂
論
』
に
は
梵
本
や
蔵
訳
と
い
っ
た
比
較
資
料
が
存
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
内
容
は
漢
訳
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
な

の
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
両
書
に
み
ら
れ
る
転
識
得
智
説
は
訳
者
の
意
図

に
よ
る
挿
入

・
加
筆
の
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
こ
の
両
資
料
は
版
本

に
よ
っ
て

「八
七
六
五
」
説
を
説
く
も
の
と

「八
七
五
六
」
説
を
説
く

も
の
と
に
分
か
れ
る
と
い
う
問
題
を
有
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
両
書

の
元

の
形
は
ど
ち
ら
の
説
で
あ

っ
た
の
か
と

い
う
と
、
玄
奘
の
弟
子
達

(基

・
慧
沼
等
)
が
自
ら
の
著
作

に
こ
の
両
書
を
引
用
す
る
際
、

「八
七

五
六
」
説
を
説
く
文
献
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両

書
は

「八
七
五
六
」
説
を
説
く
文
献
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

　　
　

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
こ
れ
ら
転
識
得
智
説
が
み
ら

れ
る
資
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
漢
訳
資
料
に
み
ら
れ
る
転
識
得
智
説

は
、
『大
乗
荘
厳
経
論
』
以
外
は
玄
奘
訳
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
訳
出
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
玄
奘

の
意
図
が
窺
え
る
よ
う
な
展
開
が
み
ら
れ
る
。

・
波
羅
頗
蜜
多
羅

訳

『
大
乗
荘

厳
経
論
』
…
…

「八
七
五
六
」
説

・
玄

奘

訳

『無

性

摂

論
』
…
…

「八
七
五
六
」

説

・
玄

奘

訳

『仏

地

経

論
』
…
…
「
八
七
六
五
」
説

(正
説
)

「八
七
五
六
」

説

(異
説

・
排
斥
)

・
玄

奘

訳

『成

唯

識

論
』
…
…
「
八
七

六
五
」
説

こ
れ
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
玄
奘
訳

『仏
地
経
論
』
に
お
い
て

「八

七
五
六
」
説
か
ら

「八
七
六
五
」
説

へ
の
切
り
換
え
、
修
正
と
も
思
え

る
よ
う
な
処
理
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
か
、
佐
久
間
秀
範
氏

は
、
『大
乗
荘
厳
経
論
』
・
『無
性
摂
論
』
に
み
ら
れ
る

「八
七
五
六
」
説

は
、訳
者
で
あ
る
波
羅
頗
蜜
多
羅
と
玄
奘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
み
る
。

そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
、
も
と
も
と
異
説

の
立
場
を
と
っ
て
い
た
波

羅
頗
蜜
多
羅
に
、
玄
奘
が
長
安
出
発
以
前
に
会
見
し
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
し
、
玄
奘
は

『仏
地
経
論
』
の
訳
出

(六
四
九
年

一
〇
月
三
日
～
一

一
月
二
四
日
)
に
あ
た
り
何
等
か
の
思
想
的
変
化
を
生
じ
、
転
識
得
智

に
関
す
る
考
え
を
異
説
か
ら
正
説

へ
と
切
り
換
え
、
こ
れ
ま
で
自
ら
が

と
っ
て
き
た
立
場
を

「不
応
爾
」
と
し
て
排
斥
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

　ら
　

と
み
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
佐
久
間
氏

の
考
え
に
賛
同
す
る
が
、
し
か

し
、
な
ぜ
玄
奘
は

『仏
地
経
論
』
に
お
い
て
転
識
得
智
説
に
関
す
る
考

え
を
切
り
換
え
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

三
、
五
法
と
三
身

の
関
係

こ
こ
で
は

『仏
地
経
論
』
と

『成
唯
識
論
』
と
の
記
述
が
ほ
ぼ

一
致

し
、
さ
ら
に
そ
の
記
述
が
こ
の
両
書
独
自
の
も
の
で
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
み
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
五
法

(清
浄
法
界
・四
智
)
と
三
身

(自
性
身

・
受
用
身

<自

・
他
〉
・
変
化
身
)

の
関
係
を
述

べ
た
部
分
で
あ

り
、
両
書
は
ま
ず
排
斥
さ
れ
る
べ
き
説
を
述

べ
た
後
、
両
書
に
し
か
み

ら
れ
な
い
正
義
と
さ
れ
る
説
を
述

べ
る
。
紙
面

の
都
合
上
、
こ
こ
で
は

排
斥
さ
れ
る
べ
き
説
を
述
べ
て
い
る
部
分
を
比
較
す
る
。
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玄
奘

に
お
け
る

『
仏
地
経
論
』
・
『
成
唯
識
論
』
訳
出

の
意

図

(長
谷
川
)

五
九

・
玄
奘
訳
親

光
等
造

『仏
地
経
論
』
巻
七

(大

正
二
六
、

三
二
五
下
～
三

二

六
上
)

又
前
五
法
摂
三
身
者
。
有
義
前
二

(清
浄
法
界

・
大
円
鏡
智
)
摂
自
性

身
。
中
間
二
種

(平
等
性
智

・
妙
観
察
智
)
摂
受
用
身
。
成
所
作
智
摂

変
化
身
。
経
説
真
如
是
法
身
故
。
論
説
転
去
阿
頼
耶
識
得
自
性
身
。
大

円
鏡
智
転
第
八
得
。
故
知
前
二
摂
自
性
身
。
此
経
中
説
。
成
所
作
智
起

諸
化
業
。
荘
厳
論
説
。
成
所
作
智
。
於
一
切
界
発
起
種
種
無
量
難
思
諸

変
化
事
。
故
知
後

一
摂
変
化
身
。
平
等
性
智
如
余
論
説
。
能
於
浄
土
随

諸
菩
薩
所
楽
。
示
現
種
種
仏
身
。
妙
観
察
智
亦
如
論
説
。
於
大
集
会
能

現

一
切
自
在
作
用
説
法
断
疑
。
又
説
転
去
諸
転
識
故
得
受
用
身
。
故
知

中
二
摂
受
用
身
。
又
仏
三
身
皆
十
義
中
智
殊
勝
摂
。
故
知
三
身
皆
得
有

智
。

※

(
)
内
…
筆
者
註

・
玄
奘

訳
護
法
等
造

『成
唯
識
論
』
巻

一
〇

(新
導
本

巻

一
〇
、

二
六
～

二

七
頁

)

以
五
法
性
摂
三
身
者
。
有
義
。
初
二

(清
浄
法
界

・
大
円
鏡
智
)
摂
自

性
身
。
経
説
真
如
是
法
身
故
。
論
説
転
去
阿
頼
耶
識
得
自
性
身
。
円
鏡

智
品
転
去
蔵
識
而
証
得
故
。
中
二
智
品

(平
等
性
智

・
妙
観
察
智
)
摂

受
用
身
。
説
平
等
智
於
純
浄
土
為
諸
菩
薩
現
仏
身
故
。
説
観
察
智
大
集

会
中
説
法
。
断
疑
現
自
在
故
。
説
転
諸
転
識
得
受
用
身
故
。
後

一
智
品

(成
所
作
智
)
摂
変
化
身
。
説
成
事
智
於
十
方
土
現
無
量
種
難
思
化
故
。

又
智
殊
勝
具
摂
三
身
。
故
知
三
身
皆
有
実
智
。

※

(
)
内
…
筆
者
註

こ
れ
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
経
論

の
引
用

・
会
通
の
挿
入
の
仕
方

が
異
な
る
も
の
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
後
に
述
べ

ら
れ
る
正
義
に

つ
い
て
も
い
え
る
。
こ
の
排
斥
説
に
っ
い
て
は
両
書
を

は
じ
め
、
誰
の
説
で
あ
る
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
文
献
は

な
い
が
、
実
は
こ
の
説
は
戒
賢

『仏
地
経
註
』

と
安
慧

『大
乗
荘
厳
経

　
　
　

論
釈
疏
』
の
説

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
様

の
手
順
で
独
自
の
正
義
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
う
い
っ

た
記
述
の
一
致
は
玄
奘
の
手
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

四
、
結
語

こ
れ
ま
で
、
玄
奘
訳

の

『仏
地
経
論
』
と

『成
唯
識
論
』
の
関
係
が

窺
え
る
箇
所
を
み
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
関
係

の
仕
方
は

様
々
で
あ
る
。

こ
こ
で
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
整
理
し
て
み
る
。

①
玄
奘

が
そ
れ
ま

で

の
自

ら

の
考
え
を
修
正

し
、

そ
れ
を
表

明
す

る
場

と
し

て

の

『仏

地
経

論
』
と
そ

れ
を
確
定
す

る
た
め

の

『
成
唯
識
論
』
。

②
玄
奘

が
自

ら

の
考
え
を

『
仏
地
経
論
』
で
表
明
し
、
『成

唯
識
論

』
も
そ
れ

を
引
き
継
ぐ
。

③

『
仏
地
経
論
』

で
表
明

し
た
内
容

を
、

『成
唯
識
論
』

で
修
正

す
る
。

こ
の
内
、
①
②

に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
が
、
③

に
関
し
て

は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
勝
又
氏

が
指
摘
す
る

「清
浄
法
界
は
有
漏
か
無
漏
か
」
の
問
題
を
述
べ
る
箇
所

に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
玄
奘
が

『仏
地
経
論
』
に
続
い
て
、
『成

唯
識
論
』
を
編
纂
的
に
翻
訳

(あ
る
い
は
著
作
)
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

事
情
を
考
え
る
場
合
に
、
③

の
視
点
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
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玄
奘

に
お
け
る

『仏
地
経
論
』
・
『
成
唯
識
論
』
訳
出

の
意
図

(長

谷
川
)

六
〇

思
う
。

さ
ら
に

『仏
地
経
論
』
と

『成
唯
識
論
』
と
い
う
こ
の
特
殊
な

文
献
を
解
読
す
る
場
合
に
は
、
玄
奘
が
、
漢
訳
さ
れ
て
い
な

い
戒
賢

『仏
地
経
註
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
安
慧

『大
乗
荘
厳
経
論
釈
疏
』
も

知

っ
て

い
た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
玄
奘

が
転
識
得
智
説
に
関
す
る
考
え
を
改
め
た
背
景
に
は
、
こ
の
安
慧
の
影

響
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。、
あ
わ
せ
て
、
な
ぜ
玄
奘

の
翻
訳
に
は

『大
乗
荘

厳
経
論
』
系
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
題

も
以
外

に
大
き
な
意
味
を
持

つ
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
波
羅
頗
蜜
多
羅
と

の
関
係

も
念
頭
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

1

『
仏
教

に
お
け
る
心
識
説

の
研
究
』
(山
喜
房
仏
書
林

、
一
九
六

一
年
)

一

六
五
～

一
八
九
頁

2

註
1
、

一
八

八
頁

3

西
蔵
文

典
研
究
会

『西
蔵
文
献

に
よ
る
仏
教
思
想
研
究
』

一

(山
喜
房

仏
書
林
、

一
九

七
九
年
)

一
七
頁
、

4

拙
稿

「転
識

得
智

に
関

す
る
唯
識
諸
家

の
見
解
―

イ

ン
ド

・
中
国
篇
―

」

(
『龍
谷
大
学
仏

教
学
研
究
室
年
報
』
七
、

一
九
九

四
年
)

5

「
<智
>

と

<
識
>
」

(『豊

山
学
報
』
二
八

・
二
九
、

一
九
八

四
年
)

6

拙
稿

「唯
識
説

に
お
け

る
仏
身
論

と
五
法
説
」
(
『仏
教
学
研
究
』
五

一
、

一
九
九

五
年

)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

玄
奘
、
『仏

地
経
論
』
、
『
成
唯
識
論
』

(龍
谷
大
学
講
師
)
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